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呼吸器感染症に対するKW-1070の 臨床検討

中 西 通 泰 ・倉 沢 卓 也 ・西 山 秀 樹

藤 本 憲 弘 ・前 川 暢 夫

京都大学結核胸部疾患研究所 内科1

入院中の呼吸器感染症 の患者5例(気 管支拡張症3例,肺 膿瘍2例)にKW-1070を 使用 し次の

成績を得た。

KW-1070の200mg～400mgを1日2回,6～15周 間筋 注投与 した ときの効果は,感 染症状 に

乏 しく,効 果判定が困難 であった1例 を除 き,4例 に有効であ った。 この4例 では,起 炎菌 と思わ

れるものは消失(2例),減 少(1例)し,あ るいは菌交代(1例)を 起 こ した。

副作用は全 くな く,使 用前後 の臨床検査値に も,本 剤に よると思われ る異常な変動はなか った。

KW-1070はMicromonospora olivoasterosporaの

産生す る新 しい ア ミ ノ配糖 体 系 抗 生 物質(fortimicinの

硫酸塩)で,Serratia marcescens, Proteus ineonstans

を含 むグ ラム陰 性桿 菌 に強 い抗 菌 力 を示 し,広 範 囲 の 抗

菌スベ クトル を有 す る1～4)。またgentamicin, amikacin,

dibekacinな ど と交 叉 耐 性 が な く,腎 毒 性 はamikacin

よりも軽度 で あ り,聴 器 障害 も ス ミノ配 糖 体系 抗 生 物 質

の中では最 も弱 い とい う特 徴 を有 す る5)。

今回わ れわれ は,5例 の呼 吸 器 感 染 症 に対 し て本 剤 を

使用し,臨 床的 効果 を 検 討 し たの で 成 績 を報 告 す る。

I. 対 象

肺炎,肺 膿 瘍,感 染 増悪 を きた した 気 管支 拡 張 症 な ど

を対象疾患 と し,セ ラチ ア,ク レブ シエ ラ,プ ロテ ウ

ス,エ ンテ ロバ クタ ー,イ ンフ ルエ ンザ 菌 な どが 分 離 さ

れた患者,あ るい は これ ら細 菌 に よ る呼 吸 器感 染 症 の疑

われた患者 で入 院 中の ものか ら5例 を選 ん で対 象 と し,

本剤を単独投 与 した 。 対象 の年 齢 は,18歳 か ら74歳 に

わた り,男4例,女1例 で あ る。

重篤な腎障 害,肝 障 害 を有 す る患 者,本 人 ま たは そ の

血族で ス トレプ トマ イ シ難 聴 また は そ の 他 の難 聴 を有 す

る患者は,原 則 と して対 象 か ら除 外 した。 ア ミノ配 糖 体

系抗生物質 に過敏 なた め対 象 か ら除 外 され た も のは,今

回の経 験 では なか った。

II. 投 与 法,投 与 量

注射 用蒸留 水 で 溶解(1バ イ アル200mg)し,筋 肉

注射 した。投 与量 は1回200mgを1日2回(3例),1

回400mgを1日2回(1例)01回200～300mgを1

日2回(1例)で,投 与 期 間 は6日 間か ら 。15日 間 に,

総投与量 は2,200mgか ら12,000mgに 及 ん だ 。 耳 鳴,

難聴,眩暈,耳 閉 塞感 な どの 第8脳 神経 障 害 の出 現 に は

特に注意 し,適 宜聴 力検 査 を 行 な っ た。

III. 効 果 判 定

臨床症状の改善度 に,赤 沈値,白 血球数,X線 所見 の

変化な どを勘案 し,原 因菌を分離 し得た ものではその消

長 を追い,総 合臨床効果の度合 いを,著 効,有 効,無 効

の3段 階に分けて判定 した。症 例のまとめの表Table1

では これを〓,+,-で 示 した。

IV. 治 療 成 績

炎症所見に乏 しく,効 果判定が困難 であ った1例(症

例5)を 除 き,残 り4例 は有効 と判定 された(Table1)。

次 に症例を略述す る。

症例1N.J.61歳,男,気 管支拡張症。

幼児期,肺 炎に数 回罹患。25歳 頃,約3ケ 月間肺結核

のため療養。45歳 頃から咳 と膿性疾 が始 ま り,し だいに

増強 し,2～3年 前 から血痰 を伴 う。昭和55年6月 はじ

めか ら,熱,咳,膿 性痰 の増加,体 重減少,呼 吸困難 が

強 くな り,55年7月 に入院 した。

既往症 に耳下腺炎,慢 性中耳炎(結 核性),鼻 ポ リー

プが,合 併症に慢性副鼻腔炎があ る。

入院 後の気管支造影 で,左 肺中,下 葉気管支に広範な

気管支拡張が証明 され,白 血球増多,発 熱,CRP陽 性,

赤沈促進,多 量の 膿性痰・呼吸困難な どがあったので,

気管支拡張症の感染増悪 と考 え,本 剤を1回400mg,1

日2回,15日 間投与 した。 これに より1日 量200mlの

膿性痰 は粘液性痰80mlに まで減少 し,喀痰 中に多数

検 出 され た インフルエンザ菌 は消失 した。CRPは 陰性

化 し,白 血球数 も正常化,咳,呼 吸困難,ラ 音 などの諸

症状 もX線 所見 とともに改善 した。 しか し赤 沈値のみは

改善 しなか った。投与 前後 の臨床検査値をTable2に 示

した。

副作用 および検査値の異常 な変動はなかった。慢性中

耳 炎のため,投 与前か ら中等度の難聴があったが,本 剤
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Table 1 Results of clinical trials with KW-1070

Table 2 Laboratory findings before and after KW-1070 therapy

b. before, a. after Normal range 5～19 4～25 20～48 8～19 0.6～1.8

投与 による聴力の低下は オージオグラムで も認 めなか っ

た。

臨床総合効果 は有効 と判定 した。

症例2K.T.55歳,男,気 管支拡張症。

18歳 頃に鼻ポ リープの別出術を受けてお り,そ の頃か

ら咳,膿 性痰 が始 まったが,48歳 頃 に胸部X線 写真の異

常を指摘 され,そ の頃か ら咳,痰 が増強 し,血 咳 を伴 う

ようになった。冬期には しばしば気管支肺炎を起 こし,

38～40℃ の発熱が あった。昭54年5月 喀血,全 身衰弱,

呼吸困難,発 熱あ り入院 した。

慢性副鼻腔炎の合併があ り,膿 性痰は多量 で,抗 生物

質投与 によ り,諸 症状 は一時点に寛解するが,中 止す る

と再燃 し,こ れを くり返 した。喀痰中に緑膿菌 を検出せ

ず,ほ とんど常に インフルエンザ菌が証明 され た。

今回 の本剤投与前には,熱37.8℃,白 血球数9,500/

mm3,膿 性痰120m1,赤 沈1時 間24mm,ラ 音聴取,

呼吸困難が あ り,投 与直前の喀痰 中には クレブシエラが

検 出 され た。

本剤1回200mg,1日2回 の投与 によ り,翌 日より下

熱,喀 痰 は減少 し始め,14日 間の投与 で喀痰量は50ml

まで減少し,ラ 音,呼 吸困難は消失し,白 血球数,CRP

は ともに正常化 した。副作用な く,異 常検出値の出現な

く,聴 力,お よび前庭機能障害 もなかった。総合臨床効

果 は有効 と判定 した。

症例3M.K.18歳,女,気 管支拡張症。

昭54年9月,肺 炎のため3週 間入院,気 管支造影で気

管 支拡張症 と診断 され,緑 膿菌が検出 された という。55

年3月,再 び肺 炎に罹患 し,1週 間入院 した。55年7月,

咳,膿 性痰 の増加,全 身倦怠感著明 とな り本院に入院し

た。慢性副 鼻腔炎の合併があ り,ま た,咳,痰 は3歳 頃
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から始っていたとい う。

入院時,白 血球数12,400/mm3, CRP(+), 37.5℃ の

熱,赤 沈1時 間30mm,膿 性痰多量,軽 度 の呼吸困難

あり,両下背部でラ音を聴取 した。 喀痰中には緑膿菌は

証明されず,イ ンフルエンザ菌が分離 された。 この菌は
ABPC

,CBPC,GMに 感受性 を示 した。

本剤1回200mgを1日2回 の投与 で開始 したところ

4日 目には喀痰量は半減 して粘液性 とな り,平 熱化 とと

もに咳,呼 吸困難は消失 した。7日 目より1回 量を300

mgに 増量 して継続 し,13目 間の投与 で治療 を終 了 し

た。X線 所見はほとんど不変であったが,諸 症状はすべ

て改善し,CRP陰 性化,赤 沈 も正常化 した。 喀痰検 査

ではインフルエンザ菌は明 らかに減少 した。 副作用 およ

び異常検査値の出現な く,臨 床効果 は 有効 と判定 され

た。

症例4H.S.74歳,肺 膿瘍。

昭55年3月 下旬,咳,血 痰が あ り,胸 部X線 写真で左

上肺野に異常を発見 された。微熱,咳,喀 痰が持続 した

ので4月22日 精査のため入院 した。糖 尿病 の合併あ り。

入院時,37.3℃ の熱,CRP(+),赤 沈1時 間16mm

少量の粘液膿性痰 などの他には著明な炎症症状はない。

喀痰中結核菌陰性,断 層写真では左上肺野に空洞を認め

た。

本剤の投与は1回200mg,1日2回,6日 間 で あっ た

が,X線 所見は改善 し,喀 痰消失,CRPは 陰性 化 した。

諸検査で悪性所見は得 られなかったので外来に移 り,以

後の経過は良好であった。 副作用,異 常検査値 の出現は

ともにな く,投 与前に認めた老人性難聴に対しても,オ

ージオグラムで変化はなか
った。 臨床効果 は有効 と判定

した。

症例5S.M.52歳,肺 膿瘍。

Behcet病 で某院に通院中,昭55年2月 末胸部X線 写

真で右下肺野に異常陰影を発見 され,精 査のため入院 し

た。急性感染症の症状 に 乏 し かっ た が,本 剤1回200

mg,1日2回,7日 間の投与を行 な い,X線 所見 は改善

し,そ の後の経過 も良好で,投 与終了の2週 後に退院 し

た。入院中に気管支鏡検査,パ ンチ生検 を く り返 した

が,悪 性,結 核,急 性あるいは特異炎症 のいずれの証拠

も得られなかったので,臨 床効果の判定は不明 とした。

副作用および臨床検査異常値の出現 はなかった。

V. 副 作 用

5例 の使用例で,本 剤に よると思われる副作用,臨 床

検査異常値の出現は全 くなか った。投与前 に2例 に難聴

(結核性中耳炎と老人性難聴)が あ った が,投 与後 のオ

ージオグラムで変化がな く
,自 覚的 にも聴力の低下 はな

かった。

VI. 考 案

KW-1070に 関す る新 薬 シンポジ ウム5)での まとめを

みる と,内 科領域 での感染証158例 の うち109例 までが

1日400mgの 投与で,投 与期間 はほ とん どが5～14日

であ り,呼 吸器感染症についてみ ると,臨 床効果 は全体

で78.5%の 有効率 であった。

これを疾患別にみる と,肺 炎,肺 化膿 症などの肺実 質

炎症 では90.5%の 有効率 です ぐれているが,併 発肺感

染症 では50%で,合 計す ると81.5%と な り,慢 性気

管支炎,気 管支拡張症 な ど慢性気道感染症では72.2%

とな るが,い ずれ もす ぐれた成績 が報告 されている。

われわれの今 回の経験は,少 数例 ではあ ったが,判 定

困難であった1例 を除いて,残 り4例 が総 合臨床効果は

有効であった。

副作用 についてみる と,同 じく新薬 シンポシウムの ま

とめで,947症 例中5例(0.5%)に 出現 した のみで,副

作用は軽微であ り,発 生頻度 も低い。われわれの症例で

は副作用は全 く認め なか った。

以上の ことは,本 剤 の有効性 と有用性を示唆する もの

と考え られた。
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CLINICAL STUDIES ON KW-1070 IN THE TREATMENT

OF RESPIRATORY INFECTIONS

MICHIYASU NAKANISHI, TAKUYA KURASAWA, HIDEKI NISHIYAMA,

KAZUHIRO FUJIMOTO and NOBUO MAEKAWA

First Department of Medicine, Chest Disease Research

Institute, Kyoto University

KW-1070, a new member of a series of aminoglycoside antibiotics, was applied to the treatment

of five patients with respiratory infections.

The drug was administered intramuscularly, at a daily dose of 400 mg•`800 mg six to fifteen days.

The results obtained were good in four cases, and unassessable in one case due to the lack of

inflammatory symptoms. No side effects were observed.


